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機能更新 

QPHY-100Base-T1 

• 妨害波校正機能追加 

QPHY-1000Base-T1 

• 妨害波校正機能追加 

QPHY-DP20-SOURCE 

• P2.1 PHY CTSの Draft8での変更点を反映 

QPHY-DP20-SINK 

• DP2.1 PHY CTSの Draft8での変更点を反映 

• DP2.1 Sinkテスト用Wilder Technologies社製 DPC-CAM AUXコントローラのサポートを追加 

• QPHY Installerに Anritsu MP1900Aのパターンファイルを追加ファイルは、D:╱QPHYDisplayPort╱Patterns

に配置されます。MP1900Aへのファイルのインストール方法については、マニュアルをご参照ください。 

QPHY-MIPI-DPHY 

• UIinstの計測を異なるデバイス/ビットレートで微調整できるように、ヒステリシス変数を追加 

QPHY-USB4-TX-RX 

• USB4 Sideband TXテストの追加（USB4-SB TD/TDMEオプションが必要） 

• 最新の USB-IF ソフトウェアツールに対応： 

o ETTバージョン 1.1.2 

o SigTest バージョン 0.86 

• Wilder Tech USB4-TPAC-TF-LSX-FK Fixture Kitに対応 

o ”シングルレーン”（新）と”デュアルレーン”（旧）を選択できる変数を追加。新しいWTキットでは、以下

が可能： 

• TXテストにおけるクロストークを内蔵したシングルレーン・フィクスチャ・プラグ TPA 

• RXテスト用 ISIを内蔵したレセプタクル Rxフィクスチャ 

• サイドバンドテスト用フィクスチャ 

バグ修正 

QPHY-10Base-T1L 

• ドループテストで DSOソフトウェアがクラッシュする問題を修正 

QPHY-100Base-T1 

• 接続図を更新し、間違った図を修正 

• MDIコモンモードの制限値を修正 

QPHY-1000Base-T1 

• 接続図を更新し、間違った図を修正 

QPHY-56G-PAM4 

• マスクテストにおいて、誤って不合格が発生する場合がある不具合を修正  
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QPHY-DP20-SOURCE 

• Wilder Technologies社製 DPC-CAM AUX Controllerの一部の DP2.1機器における不具合を修正 

•  DP2.1 PHY CTS Draft8 の S パラメータファイルを用いてエンベデッド・ケーブル・モデルを更新 

QPHY-DP20-SINK 

• MP1900A の UHBR データパターンのエッジ密度を”ハーフレート”に変更し、USB4 RX と DisplayPort 

Sink のテスト間の整合性を維持する。 

QPHY-ENET 

• スレーブのジッタ値が 0 と報告される場合がある不具合を修正 

• 送信波形マスクテスト時にデータポイントが誤認される不具合を修正 

QPHY-HDMI20 

• TMDS クロックテストに垂直オートスケールを追加 

• オシロスコープの最大電圧制限に基づく垂直オートスケールのハードリミットの追加 

• HDMI 1.4 TMDS Eye Testで EyeにフィットするようにMaskを調整する機能を追加 

QPHY-HDMI21 

• 3 レーン未満を選択した場合の FRLジッタテストのセットアップを修正 

• WaveMasterで Eyeパターンテストを実行する際に確認されたメモリの問題を修正 

• 25-30GHz帯のWaveMasterモデルで TMDSをテストする際のサンプルレートの選択を修正 

• オシロスコープの最大電圧制限に基づく垂直オートスケールのハードリミットの追加 

QPHY-PCIE3-TX-RX 

• PCIe Gen3 リンク・イコライゼーション・テストにおける波形検出アルゴリズムの改善 

QPHY-PCIE4-TX-RX 

• PCIe Gen4 リンク・イコライゼーション・テストにおける波形検出アルゴリズムの改善 

• Txテストレポートが PLLテストレポートを上書きしてしまう不具合を修正 

QPHY-PCIE5-TX-RX 

• QualiPHYが基準クロックテストに保存したベースラインノイズフロア波形を使用できない不具合を修正 

• 90/10スプリッターを含むトランスミッタ・リンク・イコライゼーション接続図のテキストを更新 

QPHY-USB (USB 2.0) 

• 入力信号が検出されない場合、”No Trigger”表示を追加 

QPHY-USB3.2-TX-RX 

• 接続図の改善 

• T3AFGを LFPSジェネレーターとして使用した場合の記述の改善 

QPHY-USB4-TX-RX 

• USB4 ACコモンモード波形が正しく保存されない問題を修正 

• MP1900Aの USB4データパターンのエッジ密度を USB-IFの要求に従い”ハーフレート”に変更 

• USB-IFの要求に従い、校正出力ファイルとして.csvを追加 

• USB-IF ソフトウェア ETT（バージョン 1.1.2）および SigTest（バージョン 0.86）の更新に伴う不具合の修正 

• 既知の問題：フィクスチャ・キット変数として ”Single Lane” を使用し、解析方法の変数として”'LeCroy-

SDA3” を使用する場合、”Acquire Signal Library” を使用する必要があります。 
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メモ：QualiPHY 10.3.0.3はオシロスコープ・ファームウェア 10.3.0.2以上と組み合わせて使用されることを想定してい

ます。すべてのスクリプトで最も正確なテスト結果を得るために、最新バージョンの QualiPHY および対応したバージ

ョンのファームウェアにアップグレードすることをお勧めします。 

互換性のあるレシーバーテスト機器の検証済みファームウェアバージョン： 

• Teledyne LeCroy PeRT3 Phoenix 

o Firmware 2.91.579 

• アンリツ MP1900A 

o Firmware 9.00.01 

o MX183000A software 9.00.00 

Teledyne LeCroy Protocol Analysis ソフトウェア（ProtoSync で使用）の有効なバージョンは、以下のページで入手

できます。 ProtoSync製品ページ 
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